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 （独）土木研究所では補強土壁の維持管理手法開発を目的として，平成 26～27 年度の 2 年間で，「補強土

壁の維持管理手法開発に関する共同研究」を実施している．本報では，その概要について報告する． 

 

１．本共同研究の背景  

平成 25年 6月の社会資本整備審議会道路分科会道路メンテナンス技術小委員会の中間とりまとめ 1)の中で，

道路構造物の維持管理は効率性の観点から予防保全を基本とするが，予防保全の基本となる劣化シナリオ等の

知見蓄積が不十分な構造物については，構造物の特性等を踏

まえた対応をしつつ，早期の知見形成を検討すべきとしてい

る．  

一般的に，土工構造物は，支障時の影響や復旧のしやすさ

等の特性を踏まえ，点検，モニタリング，通行規制等を活用

して当面の安全確保を図るべきとされている．しかし，土工

構造物の中でも補強土壁については，壁高の高いものや他の

構造物と隣接する箇所での実績が増えてきており，平成 23

年の東北地方太平洋沖地震では，橋台背面アプローチ部で補

強土壁を使用した箇所の一部で橋台背面の段差により通行

が困難となった事例が見られたことなどから，他の土工構造

物に比べて早期に予防保全へと移行する必要がある構造物

といえる．そのためには，予防保全の基本となる劣化シナリ

オの作成が急がれる． 

２．これまでの補強土壁に関する共同研究 

 表-１に（独）土木研究所が実施した補強土壁に関する共

同研究の概要を示す．補強土壁は，設計，施工，維持管理お

よび使用材料を総合的に捉えて性能を確保するとの考えか

ら，官民一体による共同研究を中心に技術開発を進めて来た

経緯がある． 

現在実施している本格的な維持管理技術の開発にあたっ

ても，官民一体となって取り組むことが効果的かつ効率的で

あるとの考えから，共同研究の形をとって研究を実施してい

る． 

 

 

 キーワード 補強土壁，維持管理，共同研究 

 連絡先 〒305-8516 茨城県つくば市南原 1番地６ （独）土木研究所 地質・地盤研究グループ ＴＥＬ029-879-6759 

表-１ 補強土壁に関する共同研究の概要 

【実施期間】共同研究

名 

概要 

【S60～S62】 

ジオテキスタイルの土

中での挙動とその効果

に関する共同研究 

ジオテキスタイルの試験

法，盛土・土留めの安定

解析，ジオテキスタイル

による軟弱地盤表層処

理，ジオテキスタイルを

用いた深層混合処理など

【S60～S63】 

ジオテキスタイルを用

いた土留構造物に関す

る共同研究 

ジオテキスタイルを用い

た土留構造物の合理的な

設計・施工法の提案など

【S63～H2】 

ジオテキスタイルを用

いた補強土の合理的な

設計法に関する共同研

究 

ジオテキスタイルの特性

評価，盛土の設計・施工

法，土留め擁壁の設計・

施工法，ジオテキスタイ

ルを用いた軟弱地盤対

策，耐震設計法，連続長

繊維補強土工法の設計法

の提案など 

【H1～H3】 

帯状補強材による補強

土工法の開発に関する

共同研究 

帯状補強材の引張力の発

生機構の解明，補強原理，

補強効果の確認など 

【H4～H6】 

補強土擁壁の合理的な

設計法に関する共同研

究 

基礎フーチングの設計，

水辺の補強土擁壁，多段

積み補強土擁壁などの設

計法の提案など 

【H7～H8】 

ジオテキスタイル補強

土壁の設計・施工法に

関する共同研究 

比較的剛性の高い壁面工

を用いた補強土壁の合理

的な設計・施工法の提案

など 

【H26～H27】（実施中） 

補強土壁の維持管理手

法開発に関する共同研

究 

補強土壁の点検，診断，

措置手法の提示など 
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３．本共同研究の実施目的 

変状した補強土壁が常時，地震時や降雨時の作用に対して要求性能（供用性，修復性，安全性など）を満足

するかといった保有性能の評価や保有性能に応じた補修・補強方法の選定等の合理的な維持管理手法について

は検討が不十分な状況にある．補強土壁には，使用材料や施工方法により工法の特徴が異なる．本共同研究で

は，工法の特徴を活かしつつ補強土壁の維持管理を効率的，効果的に進めていくメンテナンスサイクルの構築

に資する（１）補強土壁の劣化シナリオ（２）点検手法（３）診断手法（４）措置手法を提示することを目的

として取り組んでいる． 

４．本共同研究の実施内容  

（１）補強土壁の劣化シナリオの整理・検討【DBWG で実施】 

  ①補強土壁の劣化シナリオの作成（図-１），②変状事例のデ 

ータベースによる劣化シナリオの妥当性検証 

（２）｢点検｣手法の整理・検討 【点検 WG で実施】 

①既存の点検結果を用いた劣化シナリオの妥当性検証，②劣

化シナリオを基に，目視点検における着目点を整理，③ハイ

テクを使った効率的な点検手法の適用性検討（写真-１） 

（３）｢診断｣手法の整理・検討【診断 WG で実施】 

①劣化シナリオに基づく適切な診断（修復の判断）方法の検 

討，②診断技術の適用性検討（写真-２） 

（４）｢措置｣手法の整理・検討【措置 WG で実施】 

  ①既存の措置手法（修復方法）の整理，②劣化シナリオに基 

づく適切な措置方法（修復方法）選定の検討 

５．共同研究の実施体制 

 本共同研究は，（独）土木研究所，防衛大学校，（一財）土木

研究センター，（株）高速道路総合技術研究所，および民間 11

社により実施している．民間 11 社は，日本テールアルメ協会，

ジオテキスタイル普及委員会，多数アンカー式補強土壁協会に

所属するメーカーおよびコンサルタントから構成される． 

 また，本共同研究の中に，DB（データベース）WG，点検

WG，診断 WG，および措置 WG を設置し，それぞれの WG で

実験結果および事例等を整理して，前述した実施内容の（１）

～（４）の検討を行っている．  

６．おわりに 

 本共同研究の最終成果として，共同研究の研究成果をとりまとめた共同研究報告書を作成するとともに，そ

の成果を道路土工指針―擁壁工指針や各工法の設計・施工マニュアル等に反映させる予定である． 
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図-１ フォルトツリーの一例 2） 

 

デジタルカメラ

 

MMS計測装置

 

写真-１ 走行車両による点検手法の適用性の検討 3） 

 

GPR探査機器

写真-２ 非破壊検査による診断手法の適用性の検討 4） 
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